
                令和元年度 ランチミーティング 議事録 

日   時 令和元年 10 月 10 日（木）12:00～13:00 まで 

場   所 朝日ケ丘小学校 ランチルーム 

参 加 者 ９名 

行政出席者 いとう市長，佐藤副市長，岸田管理部長 

意見交換の概要は，次のとおりです。 

★調査結果等補足説明については，当日発言内容と区別するため【⇒赤字】で

表示しています。 

★いただいたご意見等はそのまま記載していますので，実際の状況と異なるも

のもあります。 

【ご質問・ご意見等】 

1 （質問・ご意見） 

 近くの公園で，東屋が建てられたが，管理が行き届いておらず雑草が生い

茂っている。その結果，公園で遊ぶ子供が減ったように感じており，子ども

の遊び場が少なくなっている。また，東屋が建てられたことで維持費もかか

るようになったのではないか。 

（市からの説明・回答） 

 各公園の使い方については，地域に合った利活用について，それぞれの地

元の方々と話し合いを始めています。すぐに全ての公園ではできませんが，

これから話し合いの場を広げていく予定です。 

公園のボール遊びも時間を決めて利用するなどし，地域で子どもを育てる

ことについて，皆様にご理解をいただきたいです。 

2 （質問・ご意見） 

 高齢者の独居が増えて，子どもの声やペットの騒音に神経質になっている

のではないか。大人への教育が課題ではないか。 

（市からの説明・回答） 

 子どもと関わる機会が増えることで，子どもの声などにも徐々に理解をい

ただけるのではないかと思います。様々な世代のかたが集えるような，居場

所作りも必要だと思います。 



【ご質問・ご意見等】 

3 （質問・ご意見） 

新たに地域で交流することができる居場所づくりを行なうとお金も負担

もかかるため，ふさわしいのは既存の小学校ですべきだと思う。ただし，先

生の負担は増やさないような工夫も必要。 

（市からの説明・回答） 

 世代や障がいの有無に関わらず，みんなが集える場所を考えていきます。

4 （質問・ご意見） 

 朝日ケ丘に規模が大きい認定こども園ができると聞いている。先生１人に

対して子どもが小人数のほうが安心できる。規模や保育士の配置について考

えていただきたい。 

（市からの説明・回答） 

 芦屋市の保育士の配置人数は国の基準より多く充実しており，安心してい

ただければと思います。すでに開園しているこども園も，分け隔てなくとて

も活気があるので，朝日ケ丘にできる認定こども園も問題ないかと考えてい

ます。 

 今までは，ご家庭の事情により幼稚園，保育所が別々でしたが，これから

は，同じ地域の子どもは同じこども園で育てることを基本的な考え方として

います。 

5 （質問・ご意見） 

保育士は何人ほど国の基準より多く配置しているのか。 

（市からの説明・回答） 

 子供の人数に対する保育士の配置人数は， 

  ０歳児 子供３人に保育士１人， 

  １歳児 子供５人に保育士１人， 

  ２歳児 子供５人に保育士１人， 

  ３歳児 子供１５人に保育士１人， 

  ４歳児 子供２０人に保育士１人， 

  ５歳児 子供２０人に保育士１人， 

 が芦屋市の基準となっており，国の基準より多く配置しています。 



【ご質問・ご意見等】 

6 （質問・ご意見） 

民家から木が歩道に出っ張ってきていて危険な箇所がある。道幅が狭く

なっており景観も悪くなっている。 

（市からの説明・回答） 

 放置はできないので，適切に対応しているところです。 

7 （質問・ご意見） 

 広報誌がリニューアルして良くなった。芦屋市民は年齢が高い方が多いイ

メージがある。若い人にも入ってきてもらい，バランスをとることが大事。

子どもも交えて男性も参加できるコミュニティができるとよい。 

給食による食育は効果があると思う。自然を通した教育など，体感を大事に

する教育を進めて欲しい。 

市内には素敵な公園もある。例えば，楽しみながら地域で掃除するような

イベントがあってもいいかもしれない。 

（市からの説明・回答） 

堅苦しくならずに地域の行事に参加できる仕組みを考えていきます。 

⇒学校給食を生きた教材として活用しながら食育を進め，自然環境学習も含

めて体験活動を重視した取組も引き続き進めていきます。また，活動者の

掘り起こしにも努めています。

8 （質問・ご意見） 

 外から来た方に，市内のどこを案内していいかわからない。芦屋といえば

という場所があるといい。 

（市からの説明・回答） 

ヨドコウ迎賓館を是非自慢していただきたいです。また「芦屋を歩く本

芦屋」も活用していただけたらと思います。 


